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表紙写真

ヘリコプクー，，垂直離陸飛行機などへの着氷実験用の噴

霧塔 (23mx4.5m)。塔についている噴霧枠自体は塔の

まわりに回転させることができる。左手後方はオクワ飛

行場の建物。
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はじめに

1968 什 •.8) lにこllfitる過よ 2年間，カナダII、」の行

部すクワ II jこあ心政lff附’属の研究機1及lで，水の物

即的fiJIりもこ従'liずる1衷会を得に 、この間1,l分に晶I.

せら．｝しt・（1）|惰這凋な遂tiしにはカヽ ， 、：9．：し、アメリカ

合衆IKlでの学会な t）含め-r7つの会成に出llii『する

•li が 1191 さ．/l ／こ ）主に 各柿研究機 1 り」をも li)j|｝りする機

会が得たので，こ、｝lらを通じて見llrlしに北米での

、1,’氷研究の視況を出し・:女にし、

主干カナダ全Iklで0)＇1i'）k (i)［究の巡め）jの概ねを

のべなここには1Kl¥1,：科学研究所（略称NRC) 

！：し、う大規杓［た研究機関があり ，研究とし、J)れる

もの全般iこJ）た J)← ..... ーの研究機1}りが網細されてし、

る こ．/U よ II 本でし、．~：： （ふ公 t | •あるし、 9 よ I"I鉄に4、II

ヽL1 する機I>)，l との 'li• この叶 lに‘斤水(1)f・究の懐1及］が人・

きし、もので3つ({在する 1つはIl本でもなじみ

の深し、紐巫研究部(})II Iの‘¥：氷技術研究宇（前身の

、り氷研究＇桑と 1•. 1[＇i)J学研究本とが1969年に統合し
た）で，（叶究部」ぶょ，1968りまでは，ここで221「

間勤めて退I・＼＇したレケット rがI:で，今i,tノヽ ソチェ

ンIが1：である （写真ーI) ここては紐榮と‘り氷と

の1及j辿性に 4‘(［I Iして研究を進めてし、／るが，り論）よ

礎的，J刑学1v、J研究をも行なってし、る 物J叩化学(1’、J

な氷の研究か進めてし、るのに，化学研究部の似i)1 

研究‘喉のソーレー Iが I:•派がある 詞じ研究部の

カルバート 1噸I:O)グ）LーフはX線を使って）lくの結

晶学的研究を行た.)•こし、るこのほか各省 1i 1;ftl函

の研究機1及lとしては，水哨森林省附屈の‘尺氷研究

部，エネルギー鉱II I資‘iJ恥省の極地域大陸りlll研究

.F）I・・・，ヴァンクーバーに本部をもつ）レイス教授辻の

iiり氷研究Jり['Ikl liJj省附屈の‘ifu氷研究班などがあ

るっこのほかにも各省月に所屈してし、るが個人り1.

位で 1 ••1記のグルーフに参加して (i}f究し て し、る ‘ri 氷

研究者•もし、る。

大学所属の研究班としては，オタワのカー）レト

写真一1 退官記念の書翰集 （世界中 175人の友人達からの

を新所長 （右手）から受けとった旧所長レケット博士

/̀)¥9ヽ ｀むこ新設なったクラウス 191!JlI :の水/1)f究‘脊，モ

ソトリオール II jにあるマギル大学の，，、ウ ンダー教

授脈のii/j氷liJHt」;）|．'';jくれりの研究をや、)-：：：し、るミ

• Lラー博 1：此， 1．．学部の治金 1-．学科のジ・1ナス 1＼り

1 :、出 カナダ蚊古とし、j刈lるケペック 1|iにあるラ

ノミ‘ル大学の !・.木 I~．学｛斗で ‘i11J J 11水を/1JH'tL -.：：：し、るミ

シェル教授の •派 っ 内部を入るとア IL バーク小l ·I 立

研究所でも‘i11JJI I水をやヽ ）ーこし、るグルーフがある

このようにカナダは立地条件 (I,1沿綽度）の故もあ

ろうが，‘1;llくの研究は汀巖であか、カナダIKI‘ぷ令

休として，‘i;:）j<|｝！l}出をどう t［たうかとし、う 'li-0)！し

休的机；炎は，1lii叫o) NRCのII Iにある ‘I；・氷部会

で‘, 1泣じ各研究部の代表者が集っー、r |、II談をし←‘,...し‘

ノヽる

＊ 1ヽi1:1:,1令(iifit !’/,．fit 1 /1)[ it'；;. J < 

次に l・．た（リ［究磯I}｛lにつし、-.:::,..，少Li‘fしく II兒明し

てみたL、

水産森林省，内陸水局，水文科学研究所，雪氷

研究部

私が憎学してし、に所であるが，‘1/1IIかは-Lネルギ

ー鉱II I ?fti)恥省に属して Lヽ にが1此近 1:]じの省に移秤

されたりここの'1;：水研究部には 4つの研究字があ
る l!|lち北極固研究‘桑，ll l lt地域（i）［究‘が， 氷研究

宋，そして）l＜iIILJ,¥j{f‘脊である 、研究1,.i1;Kはオラフ

I＼り I:とし、うノルウ,:_―人である 、まだ40才I]ijI]）杓

さで，仇国人の勢力が強礼、カナダにあって25人｛忙

のスタッフを艮くまとめてし、る辺りは大したもの

である 第1, 第2の研究寮では名の通り ，七れ

ぞれの地域の心氷， 4かに氷河， 氷社の地球物J刑学
的研究を行なってし、る。 J!llち氷河，）｝＜、社の流動，

質：i［収支，熱収文，水収と (4かに以1')および氷

河などの地図作成などである）私の屈していた弟

3の研究屯は後述することにする咋第4の研究＇脊

では膨大な航翌り真測定をも とに，カナダ令卜に

おける＇ば氷の質愉をリストアッフしようとしてし、

る 特にその所在，地域的拡がり ，］は近の咲動，
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写真ー2 ランク．<線

カメラ 7 (` の低

温室て I面用

守頁ー：｝ ぶの中の円

｝円転位校桟

写真の両9,；；閣の巨さ

I. 7mm 

(i、 {•I1{ ，)」（iりこ、9"＼` I て．’;） •') 地 I‘• (T)‘l ; il < L'）分{1i‘、I，・ ~) 合

IL.. r..し、 /o) , 4 9 ：叉；’！JI ・. I I I I'),j:、ヤ合l》、i): -J-. :、ク）／＇）う

9| ¥. ^I.i i~ 9 、やこ'、 t' :、}lらJ){r)［・だが例）1,,11;、祭水文

10':-11 I P'IJ I lI D り＇l[北リ） ．j'ドとして':,、)、ぇ＿―ご

l、:).::.＇：である ~-:. tn I HD  J)に心に,~I I‘竹，/)111.',j 

14r‘-．ドが！i i木、＿ 9 -「；り ，この‘¥：水IJ[‘itii!；と11;j格しこ(、II..ii''｛ 

し， プ、ク・ソフも 6人f','そ：／．） ・‘・ーでし、る jII ;. i送＇こ第 3

の(l)|. it'..:;、., )k [1)[‘it ;、.．-1 9ー，もうカ·•ヽ ， ここり‘—;、. J<・(t視{I:

27 ｝のシ！ーンズ11『|:であ．） ｀ （l[ （より＇し••| 1.:lのノ：ーミ

ンカム大学：c＇［：（立化 JI./...得悛，II,I ら ，•ここの {I）1.'応 ‘J;： : -一
i’II)さI)j -I ;J ~ • ~ }) •) I.バ，l'，・・し、Uう、ここ、il.t ] • fll !々 の人I/¥I 

て、匂心）イ1.．|•. J)こじ）父しl；ずヵ、しし、私を 2年11¥lうま

く使し、こ］•C LI・ -1,｝く：ある，J （J II立派ーである ‘1,1切．お

I(し、 1こ父（心がりJI ! t心し、うち(,t，多少‘父しt-J..:、し、こと

もあ•)にか ， こう＼'.'.)-:今伽り返って 1人ると ，私

のにめにfll l々艮<‘予：会II Iり」<IIII。ll［などを部内でとり

っ；）`、＇こり 、［り労もあ-)にろうし，よく lfliii‘Ilを 1....-c 
くれにものと感刈してし、る ここの印tまに人数

ももく｝cし、が．彼I’I身は 写真ー2Iこ見るよう，冗ラ

ングX線カメ ラをlilし、.，，')jくのII Iの転(、1/:iり．様を‘/i

してし、る 般；圧し［ 写真ー3のようた1リ環の転(¥'［松

様なし、 I:)9、[＼しく学会ぶに発表し，1lijじf葵様を人つ

けてし、た北大の東研究窄のI(ij々 を 11惜しがらせた

ものである：）かくし、う 私は 2年間に 260本程の不

純物の人、）に，しかも吊鈷晶氷のI)1つ‘}lくり試験を

写真-I 、中の微Eィオン、JIll定恥
イオンによ ては 0Jppm まて測定可能
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図ー1 写真 1の測定器て測定された水中の塩苓イオンの分布

(} ＆・c程のサンフ）しかあれは十分測定出来 る

あさること欠く I ? ＇、'． 9)I-III: -、{り) こ・)や、う

てう主＜ IN」こさせ｝こ水9t, ｝戎」＜尺辻／こ水u)うち帝’、J

l l f閏のものでおり ，他v)3 Iは成Jとさせてはみにも

のの'jヽ・騒ぶこ使えf（し、水であ・）に 小純物ピし、って

も， l:．i.::.各種のイオン・言もる力‘’ ーー、IlらのAlll'心こ

（ま，うまし、こし：こ‘1,11!1 允ヽI,L• こ:.it 始ふ ·; l、,ト--f •i- 、ノ

濃度測巫悩写真ー4 ,↓ヤ(1Ji川Lに こ！lがう t< 
働く1liH.t［仔労しに bu)てぷん こ、iしの測‘疋例が図

-1に小し-:、匂る 蚊少限必疫ILcサンフ JLの容h'i9t 

0.5cc(、（り）しので，写真ー4 のイ i 「•|iり）j, 台の I:；こ

見えてし、る 1'1し、のがサンフルの人つに微4ヽ容竹岱で

あな測退こは数分とはかから｝clヽ、 イオンの柿

邸こよっては 1分以内に測定 11J能である この

他， ここの{i)［究‘-危で（ま他の 3{i)「ft‘州とク （アッフ

し-c>Jくの物J州的性質の研究をやることにた 9)てし、
る 1立近は Heガスの氷中での拡散係数の測足 、ヤ

•やって し、る 本1)、J‘)、：！検だ！「でた＜ ，野外へII 1, ·c,J~ 
、社の厄さの測定をもやってし、／如いこ述べによう

に， 1ヽ/i‘1;．．）k (Jf先[;1；（ょ物即学的およ 0ゞ 地球物」州学的

f紺Cをも って‘り）jくの研究をし・・::し、るが，化学的{i)［
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（向って左端）他

究が必＇及 I_八J炒合iこ(.t，ナぐ隣の化学｛，)i究部とタイ

アッソ・ごぎ/)よう；こな）てし、る l {1)f•‘先の、進め）j 力‘;

スムープ、てあり．＇かしし、 1；J↓¥)であり・ 年IIりこの研究

祁で使う h)［究‘費(.t3,000 Jjいl----4, 000 J j ['Jとの山

エネルキー鉱山資源省，極地域大陸棚研究班

こ、ilの本；面はオクワ 11いこ危る 蚊叫広大されによ

ぅしごあら力、ヽ 1111かても 6.......7名のスクノフをもって

し、た ，／、クープ、ン IがI:が似：l圧水刈とし、う本を,1::し、

ズ Iii~ 狐こ ilC, l ／レ・が，ここでも）抑Il，水‘社ての物即

学的，J也球物HII.‘‘t':［I'、)研究をfj. fc 9)てし、る）例え(i

メ（アン il冥（北緯 8C,1fLi経 9S)の般深の(|l屑

150111打の水J)コアをサーマルドリル（熱で水を

fi砂ヽしてその内(llIl()）水を採取する）jiよ）で採ll又

し，す夕 lノ中で．連ふ，こ、llを解析しに ‘11時iま彼

ら独目の低温‘・ドがICIJ、.）！このでコアの 11,'船はIliiに

私のし、に研究桑の（応址‘的こ（呆{(L,ここでコアの

分析の1-..')ぅ竹：尤ヽ化し←，．し、に 、 ＾ i者，こ(I:I l ¥ーがして

lヽ/.1) j !,t 1908年力‘’.J1969り―ー， り '~I1:1の北仰横断探検

隊(|北極 (,,,I也 ←~：て』 '!: L、う内名で JIふ沢本行り）

の隊［してあ-)/ ・.ケーナーl・1VI ：で ， JI~111この研究グ

ノLーブに参加 しにものてある（このサーマルドリ

Il コア採収）j人；ょ，1970什介，ォークワ 1i,IIh 1:il l, 

こ．｝lを見‘'{：しに北）、・［氏間，｝科学研究iり［．の鈴木1刈i|．・ •I L 

によ,).、,...己女良こ、｛し，今期，；窮12次1HHi観測隊＜← -、・使

I ljさ、itる{,t-lょ‘-：あろ

国立科学研究所，建築研究部， 雪氷技術研究室

liiiiこ ・寸ふ、！lたが，ここの査に,t1966年の‘’itl1,•I 
院会1んこ来IIし「ことのある ..Jr←-Iし卜` IがI:・ご・；匂る

（写真ー5) 現（I・13名のスタッフと15名の間1□1ill)J
れがし、る トンフソンとマニト／、hこ永久i束 1•. d) ｛JI 

究ど所をも,,) 1971 ;「現在，ここの(,)「'it'Jドでのテ

ーマ数9よ17・で）、・‘|＇:9.t 5カ年.II I pl,j ・:・ lちる l •.. IL（もの

は味 I ·. （写真ー6) ， 沈 I .（永久改 1 •を含い）， 1|1J国地舟とで~

の仕ふ ‘I;:/i'/],, I ;: ）)くのり ‘‘/:1'1り収l =.'l'l の h) |•,it}［とであ

る i束 1：の日「：研究 lいこヘナー氏（写真ー7)がおり ，

卒内‘)：験拾よ研野外研究の杖）j/Jヽら fj fc 9) ・、r し，

るc lヽi:iiりの研究（写真ー8)はバンクーバーに恨拠地

をもっにシエラー 」 〔がれ t ‘i /1 し-•こし、 4,J（ ここの， 1;崩

研究は北部1)f-l発省と共Inlして fj・ /cってし、る（写頁

-9) 1 1 •. | i,1 l 3, 000)j |＇l {:’, l. 0) ｛i) |’it'l 化，（を~｛史）llし←ごし、／＇）

国立科学研究所，機枝工学研究部，低温実験研

究室

ここは10コの研究 ‘4ドカヽ ら成りにー）ー、ごし、心機械 l

学研究部の 1つであり ，スクソ―ノ9よ令部て25名，

内3名が(Jf究‘|°¥',3名が{i)f叫 lI:，他が｛，J［究袖助

l iである じ研究本は NRCの本部のあるh竹内に
ぁI)，ここには大さtcJ悶羹試験 ‘.Iド (15mx.4.5m

x3.6 m （写真ー10)）があり ， ここ Cは人 1．、りあ

るし、は人 1..沈|：|：jを竹． I)出すことがでさかまにこ

のII Iで熟焼Jllヒークーあるし、は熱敗1月のプスト心

ビできるよう空父しのlI｛り人、il |3よふlJI父し凡ii＇↑1,:がつ

{ ｝ーら，it・cし、る このi,i訳．iよ3l'と附のア、ノモニアl|・・ 

・写真一8 ロッキー山脈中にある雪崩防止i

の一つ， 透導型土提

←写真-6 国立科学研究所揖内 での駐車場

仕切 リ塀の凍上による傾 き
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写真一!I カナタ北部開発省付属の雪崩発生予防のための

雷観測所， ロッキー山脈内のフィテリティ山の

高度 1,900mの所にある

紅i•i)j ）して，． i合、、）こヽ、il ••:) 合，， I・i,:'・j l, 0l)0馬））の6つの

l暉 i1はで作動ごせら．ilてし、り この冷川）j式が利

Illして，低叫0)4・，］水JIl風洞 ビ高辿(})i'・［水）IJ凪洞と

を作動芯せら’li力‘.、！1 ＼米 〗 低咆/fl風枷l()）測定伽11肝

の1i:JrI(Ii f孔9、t1. 3m.-< 1. 3m利1_-c:・' 1は大風連9ま約300

km /h屯そ！1，1ー）ーことがてきるとし、う．このIIサ得ら

く/lる温度は 20 C である，ここに水滴を人れ・:

や今ことりこよ 1)'{j氷の校府＇！実験がてきる 高速

風洞(ti'.)i lく紐i立されにもので， 30cmx30cm()） 

測定域をもち，J11と大）載速0.9.`’ノノ、主で判辻させ

ア）こどがでさる ，このIIかの空気密度9瓢：j叫こしご

10km t で、•一ーナうことができる は温は—40 C 

：上で）この時の冷却）j式は 2次冷媒としてトリク

IJ I1エチレンを使 ）ヽた11¥l按）j」＼である 水悩 (‘I1• 

＜！立に l•II‘！↑の大きご，．およ吟合水：1¥・(L. w.c.）も

任、1紅、1])内Il合1こ（午り出せるとし、う 、ここの建物の附

I・.には船（本i',1-）ドのにめの札':!［り̀ぁる ）このにめに

＇にI.Ij· 別 v)冷却校 ii’\＇ーをも•)．ごし、なし、ので， この研究

は冬千間に（）木に限られる •)j オクワ飛行場、近く

には，丈物のヘリコフターなどの着水研究）flの施

没をもってし、る （表紙写真）こ、itの噴‘柑＇沿 (2.3 

mx4.5m)はその時の火（I皮条件 （風速，風向，気

温）に応じて，その砂さを笈えたり ，格のまわり

に噴柑枠を1111転させて風向に合わせたりすること

ができる この場合人 l．．火を作り出すのに近くの

［場からの水恨気を利川してし、る。蚊大能力は，

水蒸気につし、ては約 5トソ1時， この時緒に噴
1柑させるにめに使う水：化は 3トソ／時，IL)）は約

7 気） I•：との＇札次にこれらを利用して行なってし、

る研究テーマを列粘してみよう。

1. 環境I:！]題令般 これは鉄道およびl|［輛全般

にわたっての冬千使用および＇て氷との関辿性につ

いての研究である。 （研究且 5名）

2. JIも行：｛幾，ヘリコプター，船舶への沿氷の研

写真一10 環境ぶ験室．

室温を 65 C'かり

t 70 C まて変え る

ことか出来る 現在

は鉄遺の転慌機への

雪害防護の研究に使

用してい る 一部枕

木かみえる 手前の

ファンは人工雪作成

装置

完， 4］)k (j）検月I)jiよ，クとの測‘疋，人 1.．4・，［水， テス

ト，防，1位）j,r¥の間発たビ ((IJI‘it l i 5名）

3. （本温低卜•iよ こ、；し（よ/I:_物 1：学の低温）文での

応）ll (iJ［究である J!llち，休温低卜社、の1閥，｛i）小学的外

科1,）、●：学への1、t;)llあるし、(,t(l(iIllt)反しこお()・る臓＇沿保 (r:

且、：の(1)[・‘iビ ＼研究i12名）

4. 鉄迅線路の転嫌機の'I;:)jくからの防，，隻 転撒

磯i'I動（1：動機構，こ認し、て， II;：水カヽ らの内を防ぐ0)
がじにる lI 1Y、)， (I:加まカナダのじにる欽直と共1,i]

して (j• な 9 ）てこし、る 熱的）j法で防設するのと転轍

機の叫如 I• の研究が巡められてし、る ．J ({i)f究li 3 i 

5. 共IIIl /1)f•‘it ここの研究施設を利）IJして，カ
ナダIiz!|)、JおよびlKl外のJ栢梨と捉携して種々のテス

トを行心う これは‘竹研究所員の研究時間の約25

ooにまで及び')、ら）研究‘費 ：年額3,000)j | I l位

(i咸価訳）；Il'費含まず）

国立科学研究所，化学部門，高圧研究室

油述しにワーレ ー閲 1-:の研究 ‘4ドであな 今＼’）1,1.：J

l I：の氷の物Jll！ではクンマン，フリッジマンのあと

をつし、で ， II t 界のトッフをよってし、る..,ここの（リf•

究窄の特徴は 2~ 3名のじ研究 者の他は学位．取得
後の竹『のバリバリを PDFとし、う ・種の焚学金

でh(i．し、，研究をやらせてし、ることである。 •I心の

研究員 (PDFを含む）の数は 7~12人との'li,

ここでは各種の1,1・・：iJI:機 (20トソから 100トン）を

使って氷の相変化の研究をやっている。またこの

ようにして出米た氷の分光学的研究，分 j'鈷晶お

よび不柩固休物質の辿赤外分光学的研究などをも

行なっている。研究費は総経費を含めて年額4,500

万円位。

マギル大学，海氷研究グループ

ifり氷研究グループと呼ぶのは必ずしも適‘りでな

- 4 -



L、力、も久11i l,~c L、が

j:_としてifり水の物

」用的， tsょgj也J求

4"I)」.111•'予的／！）［究ぷ'(J

なって L、る この

グルーソ（よ本米9よ

大学II:_の教有が］・

II的であるので，

研究に＇梨する費） ll

は， 大学の J’,＇りの

内力、ら 9i「1動的に

米ず（衣IIC {i)「‘it'費で
写真一11 ショナス博士とインス

トロン万能力学試験機

ま／）、な h,/ し ··c し、るとし、う ，、 年額，こして 3,000 )J•I [ j 

ヵヽら 4,000)j| I l （立とし、•)， この内力、らi噂 ii， 研

究袖LI)J者あるし、a PDF 辻の給料• ＼うi|凜旅費をま

ヵ、t.cうとし、う ，ここ． 0）¥文J受のラングレーベンI噸I:

とし、うのは，W名と詞じ<, 1『,rI;：片の落 ド速度
の測定をやってし、にりC:̀，モ‘ノトリオールr|iで初

めて会ヽ）に時，おf[：し、に話がはずんだものである()

その他

| li| |；li rti1;fl. i1,f＇［水 {I）1•Iiti.fl;， ダ‘ノ／く一嬢，ノ、タスレー

スミス博 l:tcとII本にもなじみの深し、l(Ii々 が特・に

北極tfり(})tiり）lくの研究に従＇ドしてし、る

カールトン大学，治金［学科の氷研究‘令。 11ii11じ

のゴールド 1が1：の所にし、にクラウスtが1：が1作年の

5月に新し<|II・・，間を1}f-lし、ーに所であな まだここか

らはレホートは出てし、なし、が，彼得、立の氷のクリ

ーフとか）｝くの活性化エネルギーの話tcどが研究さ

れることであろう c その他1lii1記のマギル大学の治

金部にいるジコナス 1噸I:（写真ー11)もクラウス博

オ：と似た立場で(|事を進めてし、る。彼は詞大学の

ミュラート§ |：と協詞で，m．結晶）lくが細IIからしぽ
り出されるときの多鈷晶化，そしてまに再鮎晶化

の研究を氷河流動の研究と結びつけて行なってし、

如少し離れにケベック市のラバル大学（写真ー12)

にし、るミッシコ・ル教授の一派は河川氷を，4かに即

ローレンス川の冬期船舶迎m:ij題に関辿して I:木
|：学の立場より河川氷の研究を行なってし、るっこ

この低温宋は，除‘小iiの時にはクーラーの扇がIJIじ

て熱的肌失を少くするよう設壮されていて惑心し

に。 Iは後にアメリカ合衆国での研究にム、「ふれよ

う。ここにはllt界蚊大かといわれる‘芹氷研究所

陸軍所属の寒地罪． L学研究所ーがある。ここは内Il

合特に知れているので詳述しないが，II下の 1つ

写真一12 北米最古といわれるラハル大学 （ケヘック州

の工学部 実際は色とりとリて美しい 手前は除匹され

た歩道を歩く学生

の大きたテーマはアラスプ］’｝|91で発見されたl扇油な

し、かにして本 I・.まで迎ぶかとし、う 'li立）ようであ

る。マンハックン(|仙il!Ilち輸送船マ` ／ハソク‘ノり・

で北極ifりをし、かに釆り切るか，あるし、は水久味 I:

|：をし、かに）恥油輪送のハイフを敷設す＇かが 11 ト・

の急務のようである），I;:崩I見lf系では，アメリカ農

林省の林野1iで ，アメリカロッキ＿1I 1)1)代を11l心と

して，牛かにこのスキー地域におげる'1;：崩発4:．］う欠II
およびこれによる災内防止のに心こ』1,li介研究話動

を行なってし、る これはアメリカ合衆IKI西部11J、卜1

中に，42の‘＼観測所をもう (J・'そこから中央のコ

ロラドベ情報が送ら，il, t; I•'ダ，l: 機によって ， 1•I'i 報帖

罪をし I1;:)J) j発牛）’，IKIIをしようとしてし、る

学会活動

I]iiにも＾寸ふれにように，カナダには 1つのま

とまっに賞氷学会とし、うものはなし、）しかしNRC

に附屈する＇り氷部会が泊動しており ，各種';:>kl具l

係の会がこの内：氷部会の I7.iti'あるし、は後援といっ

た形で開かれるのが多し、ようである。カナダIKlと

アメリカ合衆国との間は非‘常にスムースに辿絡が

とられてし、るようであり ，-.力.の国でIH-lかれる学

会には大抵他）jの国からの参）JII名・があるのが杵通

であった。ちなみに喰者が滞在中に 7つの会，んに

出l，肘することが出米たがその内 2つはアメリカ合

衆国においてであった。この ように多くの学会へ

叫盾できたのは勿論私の所属していた研究部」之，

祖訊などの好、；訊と努））によるものと息う。私のよ

うに多くの学会に出l,1位したとし、ぅ PDFを私は知

らないへちなみに使った出張旅’費はざっと27Jj円

になる。これは出張に疫した令額である。し、＜ら

人稲が異なり ，苫策がうまく通じまいと，こちら

が一•生懸命であれば ， 以心伝心で先）jに伝わるも

のだと怖く感じたことであった。
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フランスだより

伊藤秀夫＊

6月のパリは非常に明るい感じのする街です。

到痛の翌日 CISに出頭したら Vichyに行って

約3カ月フランス語の授業を受けるようにといわ

れその旅費，滞在費，本代などを小切手で渡され

ました。翌々日勝手が分らぬまま汽車で出発しま

したが，空港からずっと一人で不安な思いをし，

やっとの思いで Vichyの駅に着きました。パリ

から Vichyまで 350kmの間汽車は殆んど止ら

ず， 90km位のスピードで走ります。車窓のなが

めは，なだらかな丘と田園が続いて，フランスの

第一印象は農業国のようだと感じました。午後2

時頃 Vichyのほぼ中央にある DentreAudio 

Visuelに行き，そこから車でホテルに案内され

ました。

翌日，学校に行くと，ディレクターが種々質問

してから初級のクラスに決めてくれ，教室まで係

が案内してくれました。授業は丁度第3課を開始

したばかりで，先生は若い女の先生(Mlle.Gour-

don)です。クラスは8人位で，国籍はドイツ，ァ

メリカ，チェコ，パキスタン，フィリッピソなど

で，後から，セイロソ，イタリア，ノルウェーな

どが加わりました。授業はスライドによる会話の

練署で，午後 1時間位はAudioVisuelによる耳

から聞いて言葉を繰り返す反復練習です。はじめ

はやさしいのですが，進み方が早いので，少しフ

ランス語をやっていないとついていけないようで

す。 このクラスは32課で終るのですが， 後半の

20課位から難かしくなって長い文が入ります。書

いた文章をみるとすぐ分るのですが，発音される

とわからない単語がしばしば出てきました。私の

名前は外人には極めて覚えやすいらし<,すぐ覚

えられて良く指名されて会話をやらされました。

8月に入ってから更に動詞の変化や短い文章の

dictationが入りこれがどんどん進みます。一般

に， ドイツ，イクリア人は自国語がフラソス語に

似ているせいか覚えが早く，日本人は国語が大変

違うので覚えが悪いようです。

＊風水害防災研究室長

後半の 1カ月は先生が変り，同じく若い女の先

生 (Mlle.Nabaro)でしたが，前半に比べると急

に難かしくなり，文章が一般の会話のようにこ長く

て覚えるのに大変でした。その上，前から続けて

いる人達の中に入れられたので，われわれ初歩か

ら会話を始めた者には，大変難かしく感じられま

した。クラスでお互いの国の紹介をさせられるこ

ともあり私も日本紹介のバソフレットなどを参考

にして話したところ，フラソス語は余りうまくな

いが，内容は極めて良いという批評でした。

Vichyは人口 4万位の町で，森林公園が川辺に

沿って広がっている大変美しい所了す。しかし，

町全体が小さいので，長くいると多少あきてくる

点は否定できません。肝臓にきく水が3カ所位で

湧水するとのことで，夏には，沢山の老人がここ

を訪れ，町は老人の町のようです。フランス人に

聞くと，フラソス人は夫婦単位で生活し，年をと

っても親と子供は別々に生活し，子供は時々親の

所に行ってやる程度とのことで，年老いた夫娼が

肩を寄せ合って歩いていたり，ベンチに腰をかけ

ている様子は，一寸あわれに感じられます。また，

フランス人は花が大変好きらしく，いたるところ

に花があり，家も花で飾ってあってとてもきれい

です。そして，大抵の家では犬を飼っていて，犬

と人間が同居している惑じです。

フラソスの食事は，一般に日本人には合いませ

んが，パソとブドー酒，肉類，果物などが特にお

いしいように思います。普通のブドー洒は甘くな

く肉を食べながら飲むと非常においしいのです

が，あまり長い期間，しかも大量に飲み続けると，

顔色が赤から次第に緑色に変ってくると，フラソ

ス語の先生が話していました。フラソスの若い女

性と子供逹は非常に美しく花のようですが，年を

とると女性はふとりだし，若い時の顔色がなくな

るのは一寸不思議です。おそらく，肉類を余りに

食べ過ぎ，野菜類をとらないせいでしょう。

フランスの気候は，地中海性（マルセイユ，ニ

ース）而洋性（パリ）大陸性（グルノーブル，ク

レモフニラン）と 3つ位に分れていて，この中，

地中海性，海洋性は気候が温暖で東京附近と余り

変りませんが，大陸性では夏でも風が殆んどなく

特にクレモフェランは山に近いためか，パリより

ずっと南にあるにもかかわらず，夏は寒い位に涼

しい時もあり，冬の寒さも大変厳しいとのことで

す。
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写真ー1 フランス雹力水理研究所正門

¥-ichy てのノノンスIllりの勉強が1飢＇l[終 l’ し，

終 j,IIII、がクレモノ 1・ラン大学の認．‘心と l、う形で蚊

ぎ， 名々 しり椙しし、 Vichy，と後、こし -‘....lOJJ111, 

再g,、I)、-一人i)定しに 7月に人，）にIIサとは迎、）

: f」［路i外のが；も飢いくれり盛んに散ヽ）ておりまし

j’ー 今度1よ1iijしこltヘ-:lニノンブ、11]りも大休分るので
C.I.Sの1i l・分1り『i..::.I I l t [[ L -l9-'（ii會を定め-.....もら＇）ーこ

-•Il,! 1 1， フランス・Iじ）JU) IK I•I1[ （1)f究1リ「ここ 1.l'i頭しまし

l・ • 」.1文‘{ti舎／）、らJJ,;l、-こ50分（立 :'.:''/、リの郊外約

15km 七ーヌ川の II I 、}|、にある人•さた研究所でし

｝ （写真 1)りり出「紙をIi!j,々 交換しに M.J.C.

LEBRETON (/;,；長）にお1| 1こかかりましに 何

を＼＇） ／Lーし、力、 (l： l、j)．it走したので，間水路網I)、j

り l1定＇常嵐ルやりにし、と請しましたら ，1リJIIM. 

DAVBERT (‘,；t」ぶ<}))リiこ行くようによわれクとの

| 1 (tり）Il.iし、生しに ）このフラ‘ノス‘lじ））の研究所・iま，

軍'<(．腹械， I:~' の ‘1 じ）Jlx-l 係のことと ， 1 •. Aゞにつ
l、て（よ，i"［川．i巷籾爪こ， llくに1見lしてし、るものは

-l一、‘~--（1）|．it L ＼ごし、るようで，｛船l"Jヵ‘;4つiこ1かれて

おります、j!|lt)， i'）iしし、1}廿発化）ILc |i!l }姐と視{1:1::J迎

1 これってし、るものの開発；•第 1"l と紘； /·水文部門 ， 河

川池約部1"l．およひ実験部l"Jです(|}rl発部門（写真

2)では，視｛［フランスの刈川は大きな船が往米

J-るのて，船による波および沿）ドに‘片って）又射し

—· r くる l.）とによる M介に対する彩聾｀などを ， 一次）じ，

．．次 Jじ1iij}姐(t-l―,..{1)1究しております＾この研究に

(t, f'iし、女性の数学者および 1：木技術者が従＇ 廿し
ており•［しに 生li-，｝以 j’・1[) iの冷);|J水による伽動

の間むも ，七デル［！倹と」州論II『りの両）jから研究

し -c•おります 統II,.'水、文部門ではじとして統り,.

数学者がこ、it，こ‘竹り ，ダムのlt「水州を経済化）に記

める lll・'i;}，水（立，流：化の統壮及び確井＜を研究して

おります＾丈験部門では＇火際の河川のモデルによ

る販水IIも(1iiiの(1)[・究，i)とによる(i'加の移動たどをやっ

てし、るようてず 私は1}｝l発部門に所属し ，1｝廿水路

刷内の非‘心沿'|廿j}姐な＼らっております 次^｝じとし

写真ー2 開発部門の研究室入口

てですヵ、，」用，；命を求め.:」見{1・ソロクラミングの」lli 

I I Iでず フランス屯りの直 J’・II I•'i'1i l・蔑（よ，C.D.C

6,600 (アメリカ快）でレンタ IL して Lヽ るので，

ll < 1 1 1, I I• 91，・、＇［機、化（史） llするのな;.), 1 1本政lfid)）j /)、、．)

と払＇）-:く、！ lどし、J)．il /J. -11!f ｛ま，ゃ(tI)外11.j、こ），1:-る

のだなあと感じ市した 、

般 vこフランス叫i術者・(;t f、1!：辿が艮<, |：員の

j. 1文佑•（立の給 i‘’ 、1 で ， t'，：し、lし術者で約 12...._13 /JI I J 

位でず まに，灼；；：も 1・．［しとJと仙名と（よ違っt・'リ『

でftぺておりますが，両者の11¥に反 1| 9よ感じら、／l 

ません，フランス（，［大学が15校（、』［し力、なくJし術者

が少し、せし、か，よく祈Ililに11i1li1名・の求人があるの

ヵ寸股につさます フランスの学校は10オ位からク

ラスの平分以 I．．のII l米てtcし、とナぐ働（）ーるようた

教育に変えら、ilるようです このようしこして次第

しこ選訳さ、｛して， 大学まで進l)、者.,;t少数こtc-)←‘rし、

くようで，フラソス人にし、j)せると）喜＇：に人るの

（まべやさしし、が出るの（よ＇）！（［かしし、とし、し、うことで

-.I-
'Jヘ

研究名のi,il因は・人ヵ、今.人（立の(|I¥l'脊になってし、

-、= ' {)~りなii. ） Il も九く会成も f［く ， 細 1） 、し、分野に別

れ-/｛汎究し←／し、主す J襄 11本の大学の(i)［究所と

建設省なとの研究所のII I 1/\J(I'~ {(在で，Jよ礎l,1’、)たこ
とと 1、[J i ] 的たことを l り l"l に深く研究してし、くの-•ベ・

(IIlil々 の研究者にリ｝門と迎っにことを『［間しても殆

んど分りません ）しかし部門の長は多少横のこと

も知って lヽ るようです まに， 1:木1月係の（i)[究所

であるに力、かわらず，）、じ）l]数学者，統［1|学名・など

ヵ ‘;I·.~吋支術者と 1nj じように研究しておりますり 私

のみに感じでは，（1)[究者の）I；りは11本に比ぺて余り

厄くなし、のですが，l、1/l"lに分業して研究してし、る

にめか，即論的にかたりすぐれた(JI・・究が多し、よう

に見且ヽ ます 肛、も多少年をとってから外国で勉強

する機会をりえられましたが ， 人• 9釘勉郷こなりま

した。
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環境の科学とアメリカの NOAA

寺 田
七＊
珍

1. i961年

今年の秋は日本悔洋学会の30周年にあたるが，

今から10年前の1961年にはこの学会の20周年の記

念事業を行なった。当時私は気象庁の海洋気象部

長であった関係上，この20周年の記念事業の委員

会の長として，万端の準備をおおせつかった。

1961年は海洋の面からは特別な年といってよ

い。というのは，この年にユネスコの中に政府間

海洋会議 (Intergovernmental Oceanographic 

Commission—IOC) の事務局が出来て， 10月に

パリで第1回の会議が行なわれたからであるc こ

の会議には世界から沢山の国々が参加し，政府間

の立場で海洋の問題をとりあげることになった。

この時日本からは筆者と菅原健博士とユネスコの

戸田参事官とが参画し，それぞれの分野を受け持

って討議した。そのうちの一つに国際的な而洋調

査計画があり，この分科会に私が出席した。とこ

ろがこの IOCの総会は第一回だけあって，どう

いう点を討議してよいか，皆目見当がつかない。

そこで色々な国からそれぞれの立場で海洋調査の

案を出したが，ややまとまっていたのはアメリカ

とソ連のものであった。その他の国からはかなり

局地的な間題を国際的にとりあげてもらいたいと

いうような申し出があった。そしてあとでフリー

・ディスカッションに入ったが，私は『海洋の国

際的調査をすすめるにはなるべく広い海域からデ

ータをとるのがよろしいが，そのために多くの観

測船を動員するのは経済的にもなかなか困難であ

る。ところが例えば日本の漁船のように広い海域

に操業しているものもあり，こういう船に海洋観

測をやってもらうことは大変効果的であると思わ

れる。ただ，この時にいわゆる海洋観測の指導書

というようなものを作って漁船に納得させる必要

がある。そうすればわれわれは多くの資料を得ら

れるようになるはずだ』というような意味のこと

を述べた。 0・アメユリカのVan.Campの Dr.Chap-

man．しまこの提案に大変賛成し，寺田のいうこと

＊所長

はもっともなので，この線に沿って指導書にあた

るGeneralScientific Frame Work for World 

Ocean Studyを早速作る必要があるということ

を述べ，この GeneralScientific Frame Work 

はその後ユネスコや FAOなども加わって度々の

書ぎ直しをして，結局1968年に Perspectivesin 

Oceanography というかなり格調の高いものに

なった。

このアメリカの水産関係者は， IOC自身が海洋

科学の点に重点を置いているようで水産面が欠け

ているので， FAOをどう IOCと結びつけるかに

ついて関心をもっており， IOCの始まる前に米国

の私案として， IOCに漁業に関係した問題を入れ

たいと思うが，日本政府としてこれに賛成してく

れないかということをもらしていた。こんないき

さつがあったために漁船から資料をとるというこ

とについて関心が深かったのかもしれない。 IOC

はその後度々，会議を開いて色々な問題を討議し

ているが，やはり水産面は FAOの本務であるだ

けあって，ユネスコの方はあまり深入りした形に

なっていなかった。しかし数年前から FAOの

Holtがユネスコに連絡のかたちで行っており，

国連の立場でも海洋科学と水産とがやや近づきつ

つある。ところがあとで述べるように，今度の

NOAAでは米国はこの点を一歩前進して海洋と

気象と水産とをひっくるめて一つの商務省内にお

くこととしたわけで，この点がどう発展して行く

かが興味ある問題である。

この第一回の IOCの会議のすぐ後で日本海洋

学会の20周年記念の会合をもったわけであるが，

IOCの第一回の会合の議長となったデンマークの

Bruun博士に日本に来てくれるように頼んだ所

日本には前にも来て天皇陛下ともお話しした事が

あるので，今度も行けば陛下と海洋生物のことで

意見を交換したいと思うといっていた。幸い

Br?un博士はこの年，陛下と一時間以上もお話

をされて非常に喜んでいたが，おしいことにその

年の末にコペンハーゲンでなくなってしまった。
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ちなみに Bruun．博士は陛下と同年であった。

この20周年記念の際には，他にも外国から10数

名の学者が来朝して麻布の国際文化会館での国際

的な海洋の会議では非常に活発な意見が述べられ

た。この会に出席した米国の D.F.Leipper tf士

は色々と日本の業務を視察していかれたが，その

際，気象庁の而洋気象部の組織などについて私が

詳しく説明し，日本のように面で囲まれている所

での気象の問題はどうしても侮のことをもっと知

らなければならないので，気象庁がその中に海洋

気象部という形で船をもち，また各地に海洋気象

台をおいているということは極めて大切なことで

ありまた効果のあるものであると話した。 Lei-

:pper博土はこの点を大変感心してぎいていて，

アメリカは，気象の方は WeatherBureauだけ

でやっており，洵の方は別の機関でやっているの

で，日本の気象庁のように気象と而洋とが手をと

りあってやれるようにするのは極めて鑓ましいと

思われる。自分はアメリカに帰ったら早速この問

題で関係方面に意見を述べておくが，こういう

.ad ministrationの点で日本のやり方を adviseし

てもらうかもわからないが，そういう場合にはア

メリカに来てもらいたいと思うがどうだろうか，

などと話していた。その後 Leipper博士から特

に連絡はなかったが，この Leipper博士の意見

が入れられたのかどうか知らないが，アメリカは

間もなく， 1965年に WeatherBureauゃCoast

and Geodetic Surveyなどを一緒にした環境科

学局といったよう tょEnvironmentalScience 

Service Administratiton (ESSA)を作りあげ，

海と空とを一体とした機関にまで作りあげてしま

った。（防災科学技術 No.5, 1968 Aug.参照）

この ESSAは日本でいえば気象庁と水路部と電

波研究所の一部を統合したようなもので，全部商

務省の下におかれている，ところがこの ESSA

が5年もたたないうちに昨年10月から大きく形を

変えて NOAAというものになってしまった。こ

菜は NationalOceanic and Atmospheric Ad-

ministrationの略で，いわば国立海洋大気局とい

ったようなもので，やはり商務省の下に入ってい

る。

2. EPAと NOAA

昨年7月18日，杉並区で光化学スモッグがおこ

り，これが契機となって，それからは毎日といっ

てよい程，公害のことが新聞やテレビで報道され

てきた。この 7月には，実は，アメリカのニクソ

ン大統領が米国で環境保設庁と国立洵洋大気局と

を設立すべきであるということに対しての教書に

署名をしている。この点について 7月10日の朝日

新聞は，次のように報じている (l

公害対策を一本化

ー米大統領発表「環境保設庁」を新設一

ニクソン大統領は 9日「環境保護庁」の新設を発表

した。同庁は各省庁の公害対策部門を統合し，連邦政

府の公害対策の一木化をねらった独立機関で，同大統

領は「現在の連邦機構は効果的な公害対策の障害にさ

えなっている」と新庁の必要性を米議会に説明してい

る。議会の反対がなければ六十日後に発足し，年間予

算14億ドル（71年度予算）職員 5,650人で活動に入

る。

米連邦政府の公害対策は，今年 1月成立した全国環

境対策法に基づき設置された大統領直属の製境問題委

員会（委員長， トレイン前内務次官）が中心で，環境

整備の進言，政策立案に当っている。しかし，実際の

行政面では権限が各省に入乱れているほか，公害対策

のバスに乗り遅れまいと各省が組織作りを競う風潮も

出て，一貫した強力な対策がとれないうらみがあっ

た。

このため新しい「環境保護庁」は各省の公害関係組

織のほとんどを吸収統合する。新たに吸収されるのは

水質汚濁を扱っている内務省連邦水質庁，大気汚染を

扱っている保健教育福祉省の大気汚染防止庁をはじ

め，同省の固型廃棄物処理局，水質衛生局と放射線衛

生管理局の一郎食品薬事局の殺虫剤基準研究部門，

農林省の殺虫剤登録審理部門，内務省の遊魚野生動物

局の殺虫剤研究部門，原子力委員会の放射線対策基準

部門など，また保健教育福祉省，労働省，運輸省の緊

音防止関係部門も将来は吸収される計画だ。

また，ニクソン大統領はこの日，商務省内に海洋研

究を統合する国立海洋大気局の新設を発表した。同機

関は内務省の漁業局の大部分，鉱山局の海底資源技術

部，海軍省の海洋測定部門などを統合するもの。

この EnvironmentalProtection Agency (EPA) 

の組織を作る際に，今迄大気汚染とか農薬や水質

管理などの問題については，いろいろの省が各々

の立場で規準を決めたりしていたが，それでは駄

目なのでひとつのまとまった EPAという官庁を

作って，そこで国民の福祉を増進させたいとして

いる。

これと同じような考えが昨年，暮もおしせま→

た頃， 46年度予算編成のどたん場に来て佐藤首相
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から提案されている。アメリカのEPAゃNOAA

についてのニクソン大統領の教書は昨年 9月のア

メリカ気象学会誌に出ているので本文の方はこれ

を見られたい。 （当セソターで訳したものが若干

残っているので御希望のかたにはおわけできると

思われる）

NOAAについてはまず初めに『海洋と大気は

相互に関連しながら，すべての環境に影響を及ぼ

しており，われわれの生活およびわれわれ自身が

この環境に完全に依存しているものである』とい

うような意味のことが述べられ，『われわれが緊急

に立ち向かわなければならない問題は，自然災害

からわれわれの生命財産を守り，かつ，全体の環

境をよく理解するということであろ。われわれは

また，海洋資源の開発に英知をもって対応しなけ

ればならない。地表の％を構成する海洋は現在で

も最も未解決の問題を含んでおり，かつ，開発の

最も遅れているところである。海洋からの食料は

飢餓に対する世界的な要望に応えるものである。

また海底および海の鉱物資源は増大する世界の要

望に応えなければならない状態である。われわれ

はこれらの資源の性質を理解しなければならな

い』などというようなこともうたっている。こう

いう意味でニクソン大統領は勇断をもって国立而

洋大気局 (NOAA)の設立に立ち向かいこれを

面務省の傘下に置くようにした。

上のアンダーライン部の NOAAのあり方は当

防災セソターの業務と密接な関連がある。

そして NOAAは以前のESSAを解消し，これ

に加えるのに内務省の水産局 (Bureauof Co-

mmercial Fisheries) の中の関連部門や， その

他水産関係の機関を若干まぜている。そして海軍

で持っている国立海洋資料センター (National 

Oceanographic Data Center-NODC) をここ

に含ませる。この NODCは実はIOCの時代から

海洋のデータは世界の二つのデータセンター A,

B (Aはアメリカ， Bはソ達）に送ることがきめ

られていて， NODCはNationalのものである半

面国際的の性格をもっていた。それで今まで而軍

の資料をずい分集めていたが今度はこれが商務省

に入ったのは面白い。また陸軍に属していた湖沼

測量部の中からも NOAAにうつるのもあれば，

運輸省所属のブイ関係の計画もここに吸収されて

しまう。しかしこの大部分は昔の ESSAの約1

万名の職員が主流で，他は全部集めても 3,000人

位となる。これは日本の関係官庁の職員と比べて

もそうちがいはないが，アメリカは何といっても

面洋とか気象（水産の方は知らないが）の関係者

の層が極めて厚い。これは政府職員だけでなく州

や乱立の大学に沢山地球物理の人々がいてそこで

なかなかの業績をあげている人が多いからではな

かろうか。こういう点は日本では今の所余り見ら

れない現象である。この NOAAがまた数年後に

変っていくかも知れないが，大統領の教書にも多

少こんなこともにおわせてあるが，今後のなり行

ぎは興味が深い。

この NOAAという表題から見ると固い地球の

ことは入ってないようだが，前の ESSAで取扱

っていた地震などはやはり含まれている。それで

NOAAと名前がかわっても ESSAとは本質的の

差異はない。そしてこの中の国立地震情報セソタ

-(National Earthquake Information Center) 

では『地震計のペンのように，このセンターでは

継続して地震をしらべ，解析しており，そしてわ

れわれの常に動いている惑星の動作を説明する事

をつづけている』とNOAAの局長代行の White

が書いている。

3. 海陸一帯の取扱い

地球物理の点からいうと，気象も而洋も共に密

接に関係しているわけであるが，今までこの而と

空の相互関連の問題を解くことは， 10年位前から

世界的に活発になってきて，防災セソターもその

一部の調査をしてはいるが，米国では世界的な規

模でこの問題をとり扱い始めた。これには大きな

電子計算機をフルに活用していかなければならな

いので，前の ESSAの中にこの方面の研究部を

設けている。そして Smagorinsky,Bryan, 日

本の真鍋等が多層モデルを使って世界的な規模の

研究を次々に発表している。この結果からみる

と，大気に影響する悔洋は単に表面而水だけでな

く，かなり深い所も影響するという結果も得てお

り気象の問題をとり扱うには悔全体をないがしろ

にしてはいけないということがわかってきた。こ

ういう背景がどこまでニクソソの取りきめにきい

ているかどうかは知らないが，海全体をもっとつ

かむようにしなければならないという気連になっ

てきているのは事実らしい。それだからこそ，

ESSAができてからわずか5年後に，これに水産

面も加味して NOAAという組織を作って昨年の

10月から発足したわけである。
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11本ではここ数什・米，余り大き}[|]然災‘II;9,t起

こ.✓) -cし、tcし、力¥,1970 り ••いこ（よ III；リド ー：‘ , i共水，J也‘i;.'..;_＇,

翡沖llの3つの大災内が託険されにこれ‘_)()）災古

()）、J[,l{rは主tべきてし、なし、ものもあ心が， ［とし

-c Smithsonian Institution の Center for 
Short Lived Phenomena （防災科学技術 8り，

1969参札＇．t) およ心 ESSAから送ってきた胄料を

J，しとし.:' :・・大災‘古'•リ）概嬰をしるしておくことに

寸の

ルーマニアの洪水

5月1011から1211にかけて 25C もある氣団が

おしよせ ， そこに12 111こ fJ 〖父u,:．がぶつかり ， この

冷父i)’,‘11がカルハチア東iil;| •• ‘I;←：にまで辻し ， そこに

人朴：jを降らせた父(illIl［の凡が大きし、ため，1,OOOm 

のl'，．：jさ主で凝紺i？ヤ牛じさせ，その地域 7,OOOkm~ 

にI(り2.5 X l01 ~m :1 の降水をもたらした 辿，；位の

蚊闘I：卜i：化が）lこ60----80mmであるこうし、.)地域

，こ48時間のう t.)りこ 100mmの降l：村があ9)1にことに

lLeる 地卜．iこ以透しに雨なとにより ，流域しこ 1.2 

.x.. l0 1~m •しの水： 1しをもにらし ，例 え {,tJ、レシュJIIは

3, 000111:1！秒の流贔を／J~し ，水(,'，：が 6m I :- }|• , 流

速ぱ 20km lh, ?共水速度は 4km'hもの(ll'いこ辻し

.L -
l-C 

5月23,24 I I O) 1i11j 11, Iり沙降雨があり ， トプソ

シルヴァニア，モルダヴィア， 「lラキア1H部に小

洪水が発't 6) l ；こ人-)-,:::も洪水ば l人がり ，ハン
ガリーにも餃人しに

外：れ・9ま164人，4＜1リj14人 ， i•え水而梢は 950,436

ヘクタール，83,1411 iの以水‘ぷ厨1I 1, L!O, 757は倒

壊，餃災れは268,000人に込し ，その他840の椅梁

412kmのハイウェー，474kmの鉄迅が崩壊，ま

に地ナベりも発牛し ，Bacau,Vrancea地）jでは

LI -



1,000戸近くの家屋が倒壊， LacuI ui Ba ban村

などは地図から姿を消すことになった。

この洪水は異常に長い冬のあいだに，山岳地帯

にもたらされた巨大な菫の雪と 5月後半の豪雨が

原因とみられる。

東パキスタンの高潮

この11月は丁度雨期にぶつかっていたため，ヒ

マラヤ山脈の南のガソジス流域に多量の雨を降ら

せている。丁度その時にベンガル湾ではサイクロ

ンが発生し，二つが重なって大きな災害となっ

た。

スマトラの北西海岸から吹き出した風がベンガ

ル湾に入りこみ，そこでサイクロンを発逹させる

もととなっている。このサイクロンも初めのうち

は弱い上昇流でしかなく，表面の空気を上空に持

ちあげてはいるが，上昇した湿った空気が凝結す

るにつれて上下の循環が急速に盛んになり，サイ

クロンが急激に発逹する。

当時のサイクロンの状況を NOAAの衛星から

とった写真からみると，大きな rainbandがヒマ

ラヤの南から東パキスタンの西境にまで延びて，

それが被害地の上に大きく収れんしているのがわ

かる。この収れんした区域のサイクロンの強い範

囲は直径 500km位のものである。このサイクロ

ンがほとんど堤防のない Omに近いガンジス川の

三角地帯を直撃したわけである。この時の風速は

53m,高潮の高さは約 10mであるといわれてい

る。そしてこのために海水が真水の上におおいか

ぶさるようになり，ハチアなど 4つの島が完全に

表ー1 東パキスタンのサイクロン被害

年 月 日 1 死 者

1876. 10. 31~11. l 100,000人（病餓死30万）

1897. 10 30 175,000 

1960. 10 16,000 

1963. 5 16,000 (50,000) 

1965. 5 5,492 (50万戸倒壊）

1965. 12 26,000 

1970. 11. 12 500,000 

高潮で洗い流されてしまったといわれる。水位が

lm位にもなれば，ほとんど人は避難できないと

いわれているので，この場合に予想外の人が死ん

だのは当然であろう。

ペルー地震

先に本誌15号に概要を述べたので省略する。

NOAAの報告によると，西方に浮動している南

アメリカ大陸が太平洋殻にのりあげた形になり，

わん曲をしいられた大洋殻にひずみが蓄積され，

それが限界点に逹して破壊し，地震を引き起こし

たものとみられている。

表ー2 20世紀の地襲災害

年 月 日 1 場 所 I死 者

1908. 12. 2.8 メツナ，イクリー 75,000 

1920. 12.16 カンスー，中国 180,000 

1923. 9. 1 東京・横浜， 日本 143,000 

1932. 12.26 カンス-,中国 70.000 

1935. 5.31 ケック，西バキスクソ 60.000 

1970. 5.31 ペルー 50,000 

- 12 -



◇日本の災害

年月日 災害原因・現象

1970年
梅雨前線豪雨

6. 13,....., 16 

主要災害一覧表

(1970年4月～12月）

被害地域 被害概要 備 考

中部地方を中心に 死8' 傷 53, 全壊 20, 半 本州南岸に停滞した梅雨前線の活

関東から九州に至 壊 26, 床上浸水 432, 床 動により，東海地方を中心に豪雨
があり，関東以西の各地で浸水，

る地域 下浸水 7,848 がけくずれ被害が発生し，被害範
囲は33都道府県におよんだ。

7. 1 前線による局地豪 関東南部

クヒ ・不明 23, 傷 30, 全壊 | 1 局日未地明的か豪が隅ら関雨東が村地小最はあ方櫃にんり100南，）濫著1|部千，しミし葉握をリ県老大中被を越多心南川害雨 とくに房総半島中 88,半壊 189,流失 8,床 部になでは 夷川な 時）11 
がけくずれ 央部 上浸水 2,663, 床下浸水 どの河 爾

11,987 喜がえ発町る豪生な雨どに山間よのっ町て ， い

した。

8. 13,...__,16 台風9号 西日本，裏日本 死・不明 17,傷 255,全壊

強風 各地 815, 半壊 1,565, 床上浸

水 645,床下浸水 10,703

8. 20,-.-.,21 台風10号 四国，中国地方 死・不明 32, 傷 360,全壊

台地高m出明し知風方たbし18は県た/のをたし,s2勢横下。めた住1の力切台。高のH家最早知室で被風っ全大朝上害来市戸て半瞬が高陸襲，内壊64日間知著がでし流本.七3風県，満3海失m速四潮5西ぐlに,部3時00国，をs抜,70に，死,記と69"け中戸高録•一～960た不が知国を致し。とくに高知県 592,半壊 2,540,流失 27

床土浸水 27,296,床下浸

水 27,526

喜需
た。

◇外国の災害 （スミソニアン研究所の資料による）

5月中旬 前線性豪雨と融雪 Jレーマニア 死・不明 175，建物損壊

融ト雪と数川川回にわはャん9じっ6ため^てら5万月んiるともlhI豪すa1なし2雨た~ におがるによ り，
~6月 による河川はん濫 55,688（内住家 41,163) ナウをは ルーマニ

ア激の河しはは もっがあと
がけくずれ 268,000人が家を失った。 も い域豪雨 14日に

り浸9水日は 逹46した
6 にな a 

がh浸水損被していた。＜山約，ヵけく0Fi戸ずhれ
による 壊害も多た ， 1, 00 の
建物が し。

5.31 地震 ペルー北部 死約 5万人

崩流M死以るも 者。落はに~ろ上7埋いチにのユ.（5約めンよ`アノ人,，ポガっ60ド口最ベテてイュ％7大市造ひのン万比が町のガきり7度建起死をのイ千V物者建とこ人3物~そのさ2），万が倒れ4氷壊多たm5河千土にのく厚， 人石のよ山くずれ，土石流 80万人が家を失った。

村さ埋約 その周辺の
で 2万人が死亡した。

11. 13 サイクロンによる 東パキスタ‘ノ 死・不明 20-m,人以上

風速で）たllどジ5。3Oは浸。スm被万河水/6災時。sエ口地,の間（ー域島高にボカし潮3わーー,ょの9たのラ部0高0収島っのさ平穫，て人約9方物9ヽ口がチ10mマ14失のイm ア0 
高潮 ガソジス河口地帯 （東パキスタン州政府発表）

ガン

家屋全壊23万5千戸，半壊 賛100万戸

われ 。

（災害研究室）
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